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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2016 年 

  8 月 

 

265号 

日
建
学
院 

青
梅
認
定
校 

（
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
） 

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

サ
ン
コ
ー
機
材
株
式
会
社 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店-

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

         
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

        
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八   

     

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

 

森
屋 

光
石 

立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
十
三
番
一
九
号 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑
順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

      

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

有

限

会

社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

田 

村 
 

栄 
瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  
 

電
話 
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

  

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 
 
 

ご 
挨 

拶 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
長 

石 

坂 

弘 

司 

こ
の
た
び
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
と
し
て

七
月
一
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
石
坂
と
申

し
ま
す
。 

六
月
ま
で
は
千
代
田
・
中
央
・
港
区
を
所
管

す
る
第
一
建
設
事
務
所
長
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
と
比
較
し
ま
す
と
西
建
は
管
轄
地
域

が
広
い
だ
け
で
な
く
建
設
事
務
所
の
仕
事
が
地

域
の
方
々
の
生
活
や
産
業
に
及
ぼ
す
影
響
の
大

き
さ
が
圧
倒
的
に
違
う
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま 

 

す
。
本
当
に
重
責
を
任
せ
ら
れ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
身
を
引
き
締
め
職
務
に
当
た

る
所
存
で
す
。 

さ
て
、
西
多
摩
地
域
は
多
摩
川
・
秋
川
の
上

流
域
に
拡
が
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
勢
で
あ

り
ま
す
。
一
方
で
土
砂
災
害
、
雪
害
な
ど
自
然

と
の
「
闘
い
」
も
必
要
な
地
で
あ
る
と
も
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
地
元

に
根
付
く
建
設
事
業
は
地
域
に
と
っ
て
何
よ

長 

 

り
重
要
な
も
の
で
す
。
長
年
そ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
ら
れ
て
き

た
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
は
私

ど
も
建
設
行
政
を
担
う
も
の
に
と

っ
て
こ
れ
ほ
ど
力
強
い
存
在
は
あ

り
ま
せ
ん
。
道
路
や
河
川
の
整
備

維
持
は
行
政
だ
け
で
は
全
く
進
み

ま
せ
ん
。
重
機
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
地
元
に
配
置
し
常
に
目
を
配
っ

て
い
る
事
業
者
の
方
々
が
あ
れ
ば

こ
そ
安
全
も
確
保
で
き
事
業
は
進

捗
し
ま
す
。 

今
後
と
も
今
に
も
ま
し
て
連
携

し
西
多
摩
の
安
全
と
発
展
の
た
め

共
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
八
年
度 

西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰 

 

こ
の
度
は
、
私
が
推
薦
い
た
し
ま
し
た
佐

藤
明
生
さ
ん
に
、
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー

の
称
号
を
認
定
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
が
昨
年
発
足
さ
れ
た
際
に
、

日
々
現
場
で
よ
い
物
を
造
る
た
め
に
、
一
生

懸
命
努
力
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
に
と
っ

て
励
み
に
な
り
、
自
信
に
な
り
、
ま
た
目
標

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。 

佐
藤
さ
ん
は
、
工
事
で
の
受
賞
歴
も
あ

り
、 

 

り
、
経
験
・
実
力
共
に
十
分
に
あ
る
と

思
い
推
薦
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
長
い
経
歴
が
認
め
ら
れ
、
本
人

に
と
っ
て
も
、
励
み
に
な
り
自
信
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

引
き
続
き
、
よ
り
良
い
品
質
の
工
事

を
心
が
け
る
と
共
に
、
後
輩
達
へ
の
指

導
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
も
努
力
を
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。 

  

推 

薦 

者 
 

 
 

井 

戸 

鉄 

建 

㈱ 
  

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

井 

戸 

功 
誠 

 

 

受
賞
御
礼 

 

井
戸
鉄
建
㈱ 

 
 

工
事
部
長 

 
 
 

 

佐 

藤 

明 

生 
 

 

こ
の
た
び
は
、
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー

と
い
う
名
誉
あ
る
称
号
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
西
多

摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
、
並
び
に
弊
社

の
井
戸
社
長
・
社
員
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
に
よ

る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

私
は
建
設
関
係
専
攻
の
学
校
で
は
あ
り

ま 

で
、 

 

ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
を
選
ぶ
際
に
、
知
人

か
ら
建
設
業
は
大
変
だ
が
遣
り
甲
斐
の
あ
る

仕
事
だ
と
聞
き
、
こ
の
業
界
に
入
り
ま
し
た
。

働
き
初
め
た
こ
ろ
は
、
俗
に
い
う
三
Ｋ
で
、

と
て
も
厳
し
い
毎
日
が
続
き
、
少
し
後
悔
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
、
三
年
経
ち
、

現
場
作
業
だ
け
で
な
く
、
各
関
係
者
と
の
打 

ち
合
わ
せ
、
積
算
等
の
業
務
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
受
注
の
喜

び
、
ま
た
工
事
完
成
の
達
成
感
な
ど
、
建

設
業
の
喜
び
・
楽
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
仕
事
は
、 

 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

  
 

受賞者の皆様 細沼理事長 
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一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

高
田 

実
男 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
五 

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

株
式
会
社  

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

高
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
・
製
造
販
売 

共
同
企
業
体 

西
多
摩
ア
ス
コ
ン 

 
 
 

日
出
町
大
久
野
七
九
一
八
‐
一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
一
〇
九 

 
 

 
 
  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
七
一
七 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

        

電
話 
〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

                                

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 

 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

         

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

         

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

 

家
族
葬 

法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置  

自
社
斎
場 

公
営
斎
場 

寺
院 

他
で
の
葬
儀
承
り
ま
す 

 

葬

儀

の

そ

う

し

ん 
 

 
 

自
社
式
場
使
用
料
無
料 

 
 
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四  

 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 

 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 
 

  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 

 
   

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 
 
 
  
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

                               

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

平
成
二
十
八
年
八
月   

 

て
行
う
事
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
非
常
に

印
象
に
残
り
、
私
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
た
現
場
で
し
た
。 

現
在
、
私
は
四
十
代
半
ば
に
な
り
、
起

業
し
て
か
ら
二
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
若

い
頃
に
仕
事
を
教
え
て
下
さ
っ
た
監
督
の

方
々
に
は
、
成
友
興
業
㈱
の
幹
部
に
な
ら

れ
た
今
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

私
自
身
が
教
わ
っ
て
来
た
事
を
、
私
の

会
社
で
働
い
て
く
れ
て
い
る
従
業
員
達
に

伝
え
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
で
、
日
々
精

進
し
て
い
ま
す
。 

建
設
業
の
明
る
い
未
来
の
為
に
、
今
後

も
安
全
作
業
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
仕
事
で
は
、
真
剣
に
取
り

組
み
、
誠
実
に
行
な
う
こ
と
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
期

待
に
沿
え
る
よ
う
、
技
術
面
・
後
継
者

育
成
に
も
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。 
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 こ
の
度
、
㈱
本
田
建
設
社
長
を
建
設
マ
イ

ス
タ
ー
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
推
薦
者
と

し
て
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

㈱
本
田
建
設
社
長
と
は
二
十
年
以
上
交

流
が
有
り
、
成
友
興
業
㈱
の
協
力
会
社
と
な

っ
て
か
ら
二
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
、

成
友
興
業
㈱
多
摩
北
事
業
所
の
仕
事
を
主

に
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
今
後
は
さ
ら
に
飛

躍
し
て
行
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

㈱
本
田
建
設
は
、
従
業
員
が
九
名
と
ま
だ

小
さ
い
会
社
で
す
が
、
本
田
社
長
は
若
手
従

業
員
の
指
導
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
㈱
本
田
建
設
の
若
手
従
業 

お
り
、
㈱
本
田
建
設
社
長
の
よ
う
に
楽
し

く
、
時
に
は
厳
し
く
指
導
が
出
来
て
、
こ

の
人
に
つ
い
て
行
こ
う
と
思
わ
せ
る
人

材
が
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
㈱
本

田
建
設
社
長
の
よ
う
な
人
が
増
え
れ
ば
、

こ
の
業
界
の
未
来
も
明
る
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
私
も
見
習
う
と
こ
ろ
が

多
々
あ
り
、
負
け
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
次
第
で
す
。 

今
後
も
、
成
友
興
業
㈱
と
㈱
本
田
建

設
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
こ
の
業

界
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
で
す
。 

 

員
の
成
長
を
日
々
、
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
㈱
本
田
建
設
の
従
業
員
だ
け
で
は

な
く
成
友
興
業
㈱
の
若
手
社
員
に
も
、
技

術
面
に
加
え
て
安
全
面
に
つ
い
て
の
助

言
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
当
社
の
若
手
社
員
か
ら

の
、
㈱
本
田
建
設
と
仕
事
を
し
て
い
る
と

楽
し
く
働
く
事
が
出
来
て
、
仕
事
に
対
し

て
妥
協
を
せ
ず
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
れ

ば
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
な
ど
の
声
を
聞
く
と
、
安
心
し
て
仕
事

を
任
せ
る
事
の
出
来
る
協
力
会
社
で
す
。 

 
 

現
在
、
建
設
業
は
高
年
齢
化
が
進
ん
で 
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こ
の
度
は
、
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
と
い
う
、

人
に
誇
れ
る
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
物
を
作
る
事
が
好

き
で
あ
っ
た
為
、
現
在
の
仕
事
は
好
き
で
す

し
、
楽
し
い
で
す
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
仕

事
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
現
場
の
一
つ

に
、
十
五
年
ほ
ど
前
に
行
っ
た
調
布
市
の
川

沿
い
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
駐
車
場
を
作
る
現

場
が
あ
り
ま
す
。
多
摩
川
土
手
の
何
も
無
い

広
い
土
地
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
作
る
と
い
う

事
は
、
当
時
二
十
代
で
あ
っ
た
私
に
は
全
く

想
像
も
つ
か
ず
、
監
督
の
仕
事
の
大
切
さ
と

大
変
さ
を
知
っ
た
現
場
で
し
た
。
何
も
無
い

土
地
で
あ
っ
た
為
、
最
初
は
除
草
を
し
て
、

整
地
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
０
．
７
バ
ッ
ク
ホ

ウ 

 

で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
未
熟
で
、

重
機
に
ま
だ
上
手
く
乗
る
事
が
出
来
ず
、

監
督
に
「
無
理
だ
か
ら
乗
れ
る
人
に
代
わ

っ
て
欲
し
い
。
」
と
言
っ
た
の
で
す
が
、

「
乗
っ
て
覚
え
な
く
っ
ち
ゃ
、
ず
っ
と
乗

れ
な
い
ま
ま
だ
ぞ
！
」
と
言
わ
れ
て
、
何

日
も
色
々
な
重
機
に
乗
る
機
会
を
与
え
て

頂
き
ま
し
た
。
最
後
の
方
に
は
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
だ
け
で
な
く
、
モ

ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
に
も
乗
る
事
が
出
来

る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

八
面
ほ
ど
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
っ

た
為
、
勾
配
や
平
坦
性
は
シ
ビ
ア
で
極
め

て
大
変
だ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

舗
装
の
時
は
、
ワ
イ
ヤ
を
張
っ
て
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ャ
に
セ
ン
サ
ー
を
付
け
ま
し
た
。
初
め 

 

 

合
計
が
十
㎜×

十
㎜
以
下
に
な
る
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
技
術
者
で
し
た
の
で
、

色
々
な
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
な
ん
と
か
規
定
を
ク
リ
ア
し
、
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
経

験
が
、
品
質
重
視
の
考
え
方
の
ベ
ー
ス
に 

  

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
標
高
の
高
い
エ
リ
ア
に

輸
出
す
る
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
す
る

た
め
の
実
験
室
築
造
工
事
で
し
た
。
そ
の
施

設
（
三
ｍ×
五
ｍ×

十
三
ｍ)

で
は
、
標
高

差
を
想
定
し
て
室
内
で
は
気
圧
を
下
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
圧
を
下
げ
る
装
置

を
正
常
に
作
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、
隙
間
の 

 



 


